
学校番号 ３０５ 

平成 31 年度 地理・歴史科 

 

教科 地歴科 科目 世界史Ａ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「世界史Ａ」 （東京書籍） 

副教材等 最新世界史図説 タペストリー 十七訂版 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史は、過去を学ぶ学問である。と同時に、現在について学ぶ学問である。 

・現代の私たちが、当たり前に享受している、様々な権利、科学技術、自由な思想などを、過去の

人々がいかに努力して、勝ち取ってきたかを学ぶことで、今後の自分たちの生き方、考え方を見

つめる。 

 

２ 学習の到達目標 

・地図資料、写真資料などに親しみ、違う時代、違う文化の国のイメージを自分の中に培う。 

・近現代史を中心に、現代世界の、様々な地域や人々との関係を学ぶ。 

・世界の歴史を学ぶことを通して、国際社会で活躍する自覚と素養を養う。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

近現代史を中心に、世

界の歴史的経緯を学

ぶことで、現代の国際

社会、そこで起こって

いる、民族問題や、紛

争などに対する課題

意識を高める。また、

それらから、国際社会

に生きる責務を自覚

する。 

現代の社会が抱える、

様々な問題・課題につ

いて考察し、国際社会

の多面的変化を考慮

して、その過程や、現

状について適切に表

現している。 

近現代史を中心とし

た様々な資料、各国

に現状を扱う資料か

ら、テーマに沿った

資料を選択、精査し、

それらをわかりやす

くまとめ、発するこ

とができる。 

近現代史を中心とす

る世界の歴史につい

て、気候条件や地理

的条件、科学技術の

発達・文化面も含め

て、基本的な事柄に

ついての知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

観察等 

 

定期考査 

ワークシート 

 

 

定期考査 

ワークシート 

 

(主題学習) 

世界史新聞の作成 

旅程表の作成 

定期考査 

ワークシート 

 

(主題学習) 

内容のまとまり 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

第
１
部 

 

近
・現
代
世
界
史
の
背
景 

 
 

・世界史へのいざない 

・古代文明の成立                      

・ユーラシアの諸地域世界 

・ユーラシアの交流圏      

○ 

     

 

 

○          

 

 

 

○ 

 

 

○

○ 

a:自然環境がどのように歴史に影響 

してきたか、日本の歴史と世界の歴史

とのつながりを考察し、地理と歴史の

への関心を高めようとしている。 

b: ユーラシアの諸地域に形成された諸文

明の特質と、それらがどのように交流し

合っていたかについての関心を高め、考

察し、過程や結果を適切に表現してい

る。 

c:必要な、あるいは有用な資料を収集し、

その中から、適切な情報を読み取ったり

まとめたりしている。 

d: 人類の誕生以来、様々な地域で気候や

風土に根ざした歴史と文化が気づきあ

げられたこと、また、ユーラシアの諸地

域に形成された諸文明の特質と、それら

がどのように交流し合っていたかにつ

いての知識を身につけている。 

ワークシート 

定期考査 

振 り返 りシ

ート 

前
期 

              

後
期 

   

後
期 

 

第
２
部 

成
熟
す
る
ア
ジ
ア
と
世
界
へ向
か
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ 

・アジア諸帝国の繁栄とヨ

ーロッパ 

・大西洋世界の変容とその

波及 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○               

○      

 

○ 

 

 

○

○ 

a: 中華帝国の繁栄、15 世紀～17 世紀の

東南アジア、ヨーロッパ社会との接触に

よる、アジアの変貌、大航海時代に始ま

る、ルネサンスや、宗教改革などのヨー

ロッパの大きな社会変化、さらにと、主

権国家の成立について関心を高め、意欲

的に学ぼうとしている。 

b:ナポレオンによるヨーロッパ征服とそ

れに伴う、絶対王政からの解放、産業革

命という大きな歴史の変化について過

程や結果を地理的要素を踏まえて表現

できている。 

c:設定された時代やテ－マに関して、様々

な資料や、写真を収集してまとめ、それ

をわかりやすく提示することができる。 

d:中華帝国の繁栄、15 世紀～17 世紀の東

南アジア、ヨーロッパ社会との接触によ

るアジアの変貌、大航海時代に始まる、

ルネサンスや、宗教改革などのヨーロッ

パの大きな社会変化、さらにその後のヨ

ーロッパでの、主権国家の成立について

学び、それらについての知識を身につけ

ている。 

定期考査 

世界史新聞

の作成 

後
期 

後
期 

・産業化社会の拡大と成熟 

・アジア諸国の変貌と日本 定期考査 

ワークシート 

世界史新聞

の作成 



後
期 

第
３
部 

現
代
の
世
界
と
日
本 

・帝国と民族の時代 

・二つの世界大戦の時代 

・冷戦と民族独立の時代 

・グローバル化の中の危機 

・２１世紀に生きる        

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

a:第２次産業革命、帝国主義などによる民

族間の対立、ナショナリズムの台頭な

ど、急変する世界について、その背景や

経過について関心を高め、意欲的に追求

しようとしている。また、二つの世界大

戦を経験したことによって、戦争という

手段を使わずに平和を維持することが、

人類の課題であることを認識するとと

もに、現実には２１世紀の現在も紛争が

後を絶たないその原因や、背景について

自らの問題として強い関心を持ち、追求

しようとしている。 

b:20 世紀以降の急激な変化、二つの世界

大戦の原因やその影響、世界恐慌や、フ

ァシズムの台頭、戦後の冷戦時代など、

激動の 20 世紀について、過程や結果を

日本との関わりを踏まえて考察し、表現

できる。 

c:20 世紀後半の高度な資本主義経済の発

展は消費社会化をすすめ、さらにグロー

バル化した、その現状や影響について、

様々な資料や、写真を収集してまとめ、

それをわかりやすく提示することがで

きる。 

d: 第２次産業革命、帝国主義などによる

民族間の対立、ナショナリズムの台頭な

ど、急変する世界について、その背景や

経過について学び、それらについての知

識を身につけている。また、20 世紀以

降の急激な変化、二つの世界大戦の原因

やその影響、世界恐慌や、ファシズムの

台頭など、激動の 20 世紀についての知

識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c: 資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


